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■ 「どれもおいしい」期限切れ間近、非常食の試食会

　軽井沢町ボランティアセンターは 6 月 17 日、災害時用

の非常食の試食会を町内で開いた。町が備蓄している非常

食の賞味期限が 6 月末に切れることから企画。9 人が参加

し、水を加えてつくるご飯や餅、パンの缶詰を試食した。

パンを切り分けるのに缶詰のフタを使うなど、非常時に実

際に使えそうなアイデアも飛び出した。発地から参加した

女性は「とりあえず食

べられればいいという

味ではない。どれもお

いしかった」。この日

は軽井沢で想定される

災害や避難場所につい

ても情報交換した。

■ 軽井沢銀座通り、11 年ぶりの上昇

　7 月 1 日、関東信越国税庁は 2019 年分の路線価を公表した。

路線価は毎年 1 月 1 日時点の土地評価額で相続税や贈与税の

算定基準となる。佐久税務署内の最高路線価は、北佐久郡軽

井沢町旧軽井沢の銀座通りで、前年比 2.2％の上昇、23 万 5

千円だった。これは県

内 10 税務署別の中で

最高路線価となった。

外国からの観光客が増

えたことやホテル建設

など需要が増えている

ことが影響していると

見られる。
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年
、
軽
井
沢
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ト
ラ
ス
ト
（
以
下
K
N
T
）
の
松

岡
温
彦
前
会
長
は
じ
め
5
人
が
受
賞

し
た
、
日
本
建
築
学
会
賞
の
業
績
に

記
し
た
旧
ス
イ
ス
公
使
館
別
荘
の
保

存
に
関
す
る
内
容
に
疑
義
が
あ
る
と

し
て
、
削
除
を
求
め
て
い
た
軽
井
沢

文
化
協
会
に
対
し
、
日
本
建
築
学
会

は
6
月
18
日
付
で
回
答
を
送
っ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
「
受
賞
者
が
作
成
し

た
『
業
績
紹
介
』
に
記
載
の
あ
る
『
こ

の
建
物
の
現
地
保
存
を
軽
井
沢
町
に

働
き
か
け
…
…
』
の
事
実
は
認
め
ら

な
か
っ
た
」
と
結
論
づ
け
、
業
績
の

対
象
外
と
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
経

緯
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
述
べ
た
。

　
日
本
建
築
学
会
へ
業
績
と
し
て
提

出
し
受
賞
し
た
一
人
、
K
N
T
理
事

の
花
里
俊
広
さ
ん
は
「
朝
日
新
聞
に

旧
ス
イ
ス
公
使
館
深
山
荘
の
記
事
を

書
く
よ
う
に
言
っ
た
の
は
K
N
T
。

私
は
こ
の
建
物
の
価
値
を
考
え
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
活
用
し
た
。
保

存
と
活
用
は
一
体
だ
」
と
不
満
を
口

に
し
た
。
し
か
し
、
軽
井
沢
文
化
協

会
の
会
員
は
、
同
会
が
保
存
運
動
を

展
開
し
深
山
荘
が
保
存
さ
れ
た
こ
と

は
、
当
時
の
報
道
に
よ
っ
て
多
く
の

軽
井
沢
町
民
が
認
め
て
い
る
事
実
で

あ
る
と
し
、「
朝
日
新
聞
は
文
化
協

会
に
も
取
材
に
来
て
い
る
。
花
里
さ

ん
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い
た
の

は
、
町
が
深
山
荘
を
買
っ
て
か
ら
7

年
後
の
こ
と
で
保
存
に
は
結
び
つ
か

な
い
」
と
反
論
す
る
。

　
6
月
22
日
に
K
N
T
の
総
会
が
開

か
れ
、
こ
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ

た
が
、
K
N
T
事
務
局
は
冒
頭
か
ら

「
こ
れ
は
軽
井
沢
文
化
協
会
と
日
本

建
築
学
会
の
問
題
」
と
し
て
距
離
を

お
き
た
い
姿
勢
を
見
せ
た
。
新
し
く

K
N
T
の
会
長
に
就
任
し
た
柴
崎
雅

寿
さ
ん
に
意
見
を
求
め
た
が
「
ノ
ー

コ
メ
ン
ト
」
と
の
返
答
だ
っ
た
。

日
本
建
築
学
会
か
ら
の
回
答
「
業
績
か
ら
除
外
」

軽
井
沢
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
に

深
山
荘
の
保
存
は
認
め
ら
れ
ず

日本建築学会の HP に軽井沢ナショナルトラストの
業績として紹介されている「旧スイス公使館深山荘」
のページ。「この建物の現地保存を軽井沢町に働き
かけ、2008 年に町の所有となり」と記されていた。

假
屋
崎
省
吾
さ
ん
、

信
州
の
花
で
お
も
て
な
し

　
G
20
関
係
閣
僚
会
合
期
間
中
に
国

内
外
か
ら
訪
れ
る
人
々
を
も
て
な
そ

う
と
、
華
道
家
の
假
屋
崎
省
吾
さ
ん

が
軽
井
沢
駅
構
内
の
南
北
自
由
通
路

や
主
会
場
と
な
る
軽
井
沢
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
を
、
10
種
類
約
1
2
0
0
株

の
県
産
の
花
と
木
を
使
っ
た
作
品
で

彩
っ
た
。
佐
久
穂
町
産
の
白
樺
で
、

窓
か
ら
見
え
る
穏
や
か
な
山
々
の
雰

囲
気
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
と
い
う
。「
心

を
込
め
て
活
け
た
。
日
本
の
美
で
あ

る
華
道
を
発
信
で
き
る
と
い
い
」
と

假
屋
崎
さ
ん
。

地
元
小
学
生
も
感
動

最
先
端
の
技
術
、
間
近
に

　
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
海
洋
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
に
関
連
し
た
最
先
端
の

技
術
を
紹
介
す
る
「
G
20
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
展
」
が
6
月
14
日
か
ら
16
日
、

軽
井
沢
プ
リ
ン
ス
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ

ラ
ザ
駐
車
場
で
開
か
れ
た
。
ト
ヨ
タ

自
動
車
や
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
な
ど
、
約
90
の
企
業
や
団
体

が
出
展
。
月
面
の
有
人
探
査
モ
ビ
リ

テ
ィ
の
小
型
模
型
な
ど
を
展
示
。
微

生
物
の
力
で
二
酸
化
炭
素
と
水
に
分

解
さ
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
も
紹

介
し
た
。
14
日
、
G
20
参
加
国
な
ど

に
つ
い
て
学
習
を
深
め
て
い
た
、
軽

井
沢
中
部
小
学
校
5
年
1
組
の
児
童

も
訪
問
。
土
屋
美
翔
さ
ん
は
「
粉
々

に
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
集
め
て
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
作
り
出
す
技
術
が

す
ご
い
と
思
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

町
か
ら
の
記
念
品

軽
井
沢
彫
バ
ッ
ジ
つ
け
会
合
へ

　
会
合
期
間
中
、
閣
僚
ら
は
軽
井
沢

彫
の
バ
ッ
ジ
を
胸
に
つ
け
て
会
合
に

臨
ん
だ
。
こ
れ
は
、
町
が
大
坂
屋
家

具
店
に
制
作
を
依
頼
し
、
記
念
品
と

し
て
贈
っ
た
も
の
。
軽
井
沢
彫
の
モ

チ
ー
フ
に
使
わ
れ
る
桜
と
浅
間
山
、

公
式
ロ
ゴ
を
彫
り
込
ん
で
い
る
。
同

店
の
販
売
責
任
者
土
屋
忠
さ
ん
に
よ

れ
ば
、
約
4
カ
月
か
け
て
デ
ザ
イ
ン

を
固
め
、
80
個
を
つ
く
っ
た
。
女
性

は
マ
グ
ネ
ッ
ト
、
男
性
は
ピ
ン
で
服

に
止
め
ら
れ
る
つ
く
り
。「
名
誉
あ

る
仕
事
が
で
き
た
」
と
土
屋
さ
ん
。

県
産
食
材
多
く
用
い
た
夕
食
会

閣
僚
ら
に
高
評
価

　
14
日
夜
は
県
主
催
の
歓
迎
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
が
あ
り
、
前
菜
か
ら
デ
ザ
ー

ト
ま
で
、
全
て
に
県
産
食
材
が
使
わ

れ
た
フ
レ
ン
チ
の
コ
ー
ス
が
振
る
舞

わ
れ
た
。
15
日
夜
は
政
府
主
催
で
晩

餐
会
を
開
催
。
県
産
食
材
を
中
心
に
、

握手を交わす世耕弘成経済産業相とサウジアラビアのアル
ファーレフ大臣。胸には軽井沢彫のバッジが見える。

15 日夜の政府主催晩餐会のメニュー。日本料理からまつの
茂木和久料理長を中心に考案した。

地元小中学生も日本の技術に触れる

水素エネルギー社会を表した環境省制作のジオラマを前
に、説明を受ける中部小の児童。

駅構内の自由通路に展示した作品と、假屋崎省吾さん。

←


